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30 年の発展過程 同じ業界で活動していた事

情もあり，中国製ピアノを楽器店で見る機会は

あったものの，本格的に向き合ったのは 30 年

ほど前の 1988 年の中国・広州交易会会場での

ことだった。また会場に近い国際展覧場で行わ

れていた広州楽器フェアにも出向き，ピアノ製

品群を「品評」しながら，香港の知人を通じて

地元の国営ピアノ企業「広州ピアノ」参観をお

願いしたところ，すぐに承諾の返事があり，幸

運にも工場視察が実現した。

広州ピアノは現在では広州珠江ピアノ集団

（パールリバーブランド）として世界最大の生

産量を誇るピアノ製造企業である。当時から国

内のトップブランドとして，中国製ピ

アノの品質，価格などで常に注

目された代表企業でもあった。

今日では考えられないが，同

業の見学者に隠さず公開し，

写真撮影まで許された。

中国製ピアノは今日，世界

各地で販売され一定の評価を得

ているが，こうして当時の製品と

の比較や進化を考察する上で，思えば

この工場参観は真に貴重な機会となった。工場

見学では，案内者から「品質」に関する説明を

度々耳にしたが，当時から自社の品質を「視

察」してもらうことの重要さを彼らは心得てい

た。予想外だったのは，ピアノの演奏機能を司

る心臓部の「アクション」を自社生産していた

ことだ。当時の中国製ピアノの一般的なイメー

ジは，所謂ローエンドの価格帯で括られた製品

でコンソールタイプの竪型ピアノが主流だっ

た。家庭でのピアノレッスンに不足はなくて

も，鍵盤タッチなどに見られるバラツキは部品

の精度や生産ラインの作業から生じるもので，

品質を強調する上では，その中身が問われると

ころともなるものだ。

その後，1992 年から 93 年にかけて中国ピア

ノ製造企業数社を訪問する機会があった。有力

国営企業の北京ピアノや上海ピアノ，東北ピア

ノとの交流では，中国製ピアノへの理解が深ま

り，ピアノ業界の現状や動向，将来の課題につ

いても率直な対話ができた。再訪問した広州ピ

アノの生産ラインの様子や製品の完成度は想像

以上だった。各企業共，海外の著名な工場や技

術者との提携・交流を積極的に行っており，私

の訪問目的−長期的な提携関係の模索−に応え

るべく自社の PR，特に品質面での充実を強調

していた。

旧満州の地，営口にある深い森

に囲まれた東北ピアノは，直前

にスウェーデンのピアノ会社

を買収し，その生産設備を自

社の生産ラインに配備してい

た。北京ピアノではドイツの

著名なメーカーとの交流の様子

が語られ，案内された北京中央音

院にはピアノ技術等の関連資料が多く

残されていた。品質向上への努力やその背景を

なす動きを目のあたりにする思いだった。

生産量で世界トップに 中国製ピアノの歴史的

経緯は，中国楽器協会発行の公報誌『中国楽器』

にも詳述されている。公表データによれば，2000

年の生産量は 23 万台，2003 年には 34 万台を記

録し，その後も毎年 30万台を超える生産量を保

持している。現在，国内にあるピアノの総台数

は 700 万台といわれ，市場も今後さらに 10年は

経済発展の恩恵を受けると推定すれば 1000 万

台も目前である。ちなみに日本のピアノ生産量

のピークは 1980 年の 39 万台で，円高などでの
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海外生産移転の結果，2015 年の国内ピアノ生産

量は３万 6000 台となった。広州珠江ピアノはそ

の間，年間生産量 10 万台を記録し，世界で二

番目に達成した偉業と伝えられた。同誌 2017 年

第３期（３月号）には，同社が世界最大のピアノ

製造企業として，国内最高の栄誉である全国製

造業ゴールドメダルを受賞したと報じている。

伸び悩む輸出：求められる構造改革 一方，ピ

アノ輸出量では 2005 年の 12 万台をピークに下

降を続け，2016 年には２万 5000 台まで低下し

た。この数字は国（楽器協会）が業界に対して

厳しい評価を下した要因の一つと見られ，その

背景には，世界に冠たるピアノ生産大国であり

ながら市場でのローエンドイメージが拭えず，

音楽祭やコンサートでは著名なピアニストから

中国製ピアノがほとんど採用されない現状，歴

史ある音楽ホールにも中国製コンサートグラン

ドピアノがほとんど納入されていないなどの事

情から，国家指針である「中国製造（ものづく

り）2025」政策の重点課題として，ピアノ製造

業界への以下の「天の声」となったものとも推

察される。

中国楽器協会は，ピアノ製造業界に向けた「構

造改革のための中期計画（2016-2018）」を 2016

年第６期に公表した。長文の記事のキーワード

は二つ，一つは「三品戦略」，もう一つは「ミ

ドル・ハイエンドへの転換」である。三品つま

り品位，品質，品牌（ブランド）力向上による，

新たな中国ブランドイメージの創成，また従来

のローエンドから高付加価値，ミドル・ハイエ

ンドへ転換を図ることで，「中華の老舗（しに

せ）」の伝承と復興を目指す，というものだ。

海外交流で品質向上を図る 中国楽器協会は早

くから海外との友好交流にも注力し，業界に新

たな政策推進の役割と任務を与えている。同協

会の傘下に中国ピアノ調律師分会がある。調律

師分会が世界組織である国際ピアノ製造技師，

調律師協会（IAPBT：International Associa-

tion of Piano Builders and Technicians）に加盟

したのは 1999 年の日本（静岡県浜松）大会で，

それ以降はピアノ技術者の国際交流は常態化の

感がある。2012 年には IAPBT の分科会である

アジアピアノ技術者協会（APTA：Asia Piano

Technicians Association）創立メンバーの一員

として各地の支部活動また米国など海外の協会

支部との交流に注力している。ピアノ調律師の

多くはピアノ製造企業に所属しており，「中期

計画」推進を担う中核メンバーでもある。2016

年に行われた「中国ピアノ調律業種技能コン

クール」には全国から 400 名のピアノ調律師が

参加し，決勝大会に残った上位 10 名のうち５

名は広州珠江ピアノの技術者だった。同社の

ゴールドメダル受賞には党の指針「国家一流職

人」の体現との評価が伝えられた。

2014 年に東京で開催されたAPTA会議のあ

る一日，都内の楽器店巡りの地下鉄の中で中国

代表団の一員がふと私に語った言葉がある。

「日本の工場の生産ラインの作業者を見ている

と，規格や標準が完璧にそこで仕上り，後工程

の検査はほとんど形式的なもの。私たちが学ぶ

べきは正にこの作業精神だ」。私はこの言葉に，

かつて広州ピアノ工場見学で「品質」を耳にし

た時に覚えた空疎な記憶が脳裏に甦った。

協会誌には，中国が今日，ピアノの生産大

国，世界最大のシェアを持つ業界に成長したと

の文言が溢れているが，私には代表団員の言葉

にこそ「品質」の有り様を真に理解した，生産

大国への成果に優るとも劣らない，技術者の成

長の足跡に触れた感じがした。
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